
【社会貢献活動】 
■地域住民等を対象にした公開講演会等の開催 
  本学では、医療系大学の特色を生かし地域市民等を対象に、歯・口腔・身体的健康

に関する関心度の高い内容についての講演会等を開催している。 

 

(1)水道橋キャンパス 

  歯科医師の役割や口腔ケアの重要性など、近隣住民の皆様を中心とした方々へ歯科

についての理解を深めることを目的に、大学機能の水道橋移転後の 2014 年度から

2016 年度に市民公開講座として毎年 5 回、2017 年度は一般公開講座として 2 回公開

講演会を開催した。 

2017 年度までの市民公開講座、一般公開講座開催実績を踏まえ、2019 年度より東

京歯科大学公開講座の名称で新たに公開講演会を開催することとなった。直近の開催

実績は下記の通りである。 

東京歯科大学公開講座 

開催日 講  師 テ ー マ 

2019年 6月 29日 
中川 健 教授 

（泌尿器科） 
泌尿器科で診てもらうおしっこの病気 

2021年 11月 

HPにて配信済 

片倉 朗 教授 

（口腔病態外科学講座） 
『歯科診療で「口腔がん」の予防と早期発見を』 

2022年 5月 

HPにて配信済 

松井 淳一副学長 

（外科学講座) 
新型コロナにも、怖い膵がんにも負けない医療のお話 

2023年 5月 

HPにて配信済 

門田 佳子 教授 

（臨床薬学科） 
薬の四方山（よもやま）話 

2024年 5月 

HPにて配信済 

飯村 慈朗 教授 

（耳鼻咽喉科） 
みみ・はな・のどに関する豆知識 

 

 

 



2020 年度は新型コロナウイルス感染症の影響で開催が中止となった。2021 年度以

降は本学 HPにて講演動画を配信し公開している。 

 

  水道橋病院では近隣住民の皆様や患者様を対象としたロビーコンサートを 2017 年

度より開催し、毎回近隣住民の皆様や患者様から高い評価を受けていたが、現在新型

コロナウイルス感染症の影響で開催を見合わせている。 

 

(2)市川キャンパス 

  市川総合病院では、1996 年の病院創立 50 周年の際に創立 50 周年記念として公開

講演会の開催を始め、現在は「市民を対象とした健康講座」の名称で公開講演会を開

催している。総合病院の特色を生かして、身近な医療・健康問題を中心にわかりやく

講演することで、近隣市民を中心とした方々に対して、健康維持・増進の一助となっ

ている。直近の開催実績は下記の通りである。 

市民を対象とした健康講座 

開催日 講  師 テ ー マ 

2020.2.15 

メインテーマ：元気で活き活き過ごせるように！人生 100 年時代!!～いつまでも

快適に見える生活を～ 

福井 正樹 助教 

(眼科) 
白内障手術で明るい視界、明るい人生 

佐々木 千秋 コーディネーター 

(角膜センター・アイバンク) 
光（ヒカリ）のリレー 角膜移植とアイバンク 

島﨑 潤 教授 
(眼科・角膜センター) 

吉田 佳史 助教 
(オーラルメディシン・口腔外科学講座) 

眼と口腔の乾燥 

・ドライアイから眼を守る（島﨑教授） 
・実はいろいろあるドライマウスの原因や 

症状（吉田助教） 

2024.5.18 

メインテーマ：元気で活き活き過ごせるように！ 

「心不全について知ろう！」 ～みんなで学べば怖くない～ 

眞野 恵範 准教授 

(循環器内科) 

心不全ってなに？ 

～正しく知って、上手に付き合おう～ 

小山 修平 理学療法士 

(リハビリテーション科) 

知ってほしい！心臓と運動のこと 

～筋力・体力はまだ育つ！～ 

三浦 志乃 看護師 
(看護部 4階北病棟) 

心不全にならないために ～日常生活の注意

点～ 今日からできること！ 

 

 

 



(3)千葉キャンパス 

  2006 年度より大学機能の水道橋移転後の 2016 年度まで社会に開かれた大学とし

て、本学の研究成果等を公開し、本学への理解を深めていただくとともに、地域市民

へ生涯学習機会を提供することを目的に公開講演会を開催してきた。本講演会は地域

市民との連携を深める目的から、千葉キャンパスが所在する千葉市美浜区真砂の関連

団体（真砂地区コミュニティづくり懇談会、千葉市社会福祉協議会真砂地区部会、千

葉市第 31 地区町内自治会連絡協議会）との共催で実施してきた。内容については、

歯の健康、最新の歯科医療の動向等を中心にわかりやすく講演し、また質問の時間も

多く設けることにより聞くだけではなく、知的向上心を持たせるなど、地域市民の

方々に好評を得てきた。2011 年度からは千葉市、千葉市教育委員会、千葉市科学館の

主催で実施された、科学・技術に関する総合的イベント「千葉市科学フェスタ」にお

いては、本講演会をサテライトイベントとして登録し参画してきた。直近の開催実績

は下記の通りである。 

 

東京歯科大学公開講演会 

開催日 講  師 テ ー マ 

2016.10.22 

久永 竜一 講師 

（クラウンブリッジ補綴学） 

永井 由美子 講師 

（歯科衛生士専門学校） 

江口 貴子 講師 
（歯科衛生士専門学校） 

子どもの頃からの予防 

 

  千葉歯科医療センター（2018 年 3 月までは千葉病院）では近隣住民の皆様や患者

様を対象としたロビーコンサートを 2012 年度より開催し、毎回近隣住民の皆様や患

者様から高い評価を受けていたが、現在新型コロナウイルス感染症の影響で開催を見

合わせている。また、七夕やクリスマスなど季節の飾りつけ、OB による写真の展示

などをエントランスホールにて行い、患者様、地域住民向けに、大学附属の診療所・

医育機関への理解を深める場としていたが、こちらも現在開催を見合わせている。 

 
■本学附属病院等の地域医療への貢献 
 本学は、水道橋病院、市川総合病院、千葉歯科医療センター（2018 年 3月までは千葉

病院）の３つの附属病院等を設置し、それぞれ歯科医療及び医科医療の中核的地域医療

機関として地域の医療に大きく貢献している。特に歯科の領域では、口腔がん治療、内

科疾患等による合併症患者の歯科治療など一般歯科診療所、開業医の支援病院としての

役割を担っている。 
水道橋病院は、「歯科医師たる前に人間たれ」の建学の精神に基づき、「思いやりの心

による医療」を基本理念に、患者様の人権を尊重した安全・安心の医療を提供している。

患者様には、全ての病院スタッフが連携し総合的なチーム医療を提供することにより、

健康で幸福な生活の実現を目指している。また、近隣総合病院との連携により訪問歯科

診療、睡眠時無呼吸症候群患者の受入れ等を行うとともに、地域医療機関との連携を密

接にするために「地域医療連携報告会」を毎年 10 月に開催し好評を博しており、2021

年は WEB にて開催している。 

市川総合病院は、日本で唯一の歯科大学附属の総合病院という特性を活かし、歯科・



口腔外科と医科診療各科との緊密な連携による診療を実現している。院内に開設されて

いる「東京歯科大学口腔がんセンター」はその象徴的な存在と言える。また、医科領域

においても角膜移植、不妊治療などの先端医療をはじめとする高度医療を通じて、一般

開業医の支援病院として地域医療に貢献している。地域の医療従事者対象の研修会とし

て「市川リレーションシップ・カンファレンス」等を定期的に開催するとともに、「市

川総合病院在宅療養支援ネットワーク協議会」など地域で活動する看護師・介護支援専

門医等との連携を図るとともに、在宅療養支援看護師の育成研修を行っている。尚、直

近新型コロナの影響でカンファレンスの開催は見合わせているが、在宅医療の実状と課

題を理解し、コロナ禍においての地域の医療機関の診察状況の共有等をすべく、地域で

医療を提供されている医師を講師に迎え、当院の教職員を対象とする「地域連携研修会」

を開催している。さらに、災害拠点病院、救急病院、地域がん診療連携拠点病院として

も機能しており、市川市のみならず千葉県北西部地域の中核病院として貢献している。

高齢化が著しい市川地区における患者のスムーズな退院及び在宅復帰の支援のため、さ

らには学生教育、歯科医師及び歯科衛生士養成に寄与することを目的に、「東京歯科大

学すがの訪問看護ステーション」を 2019 年 6 月に開設し、地域医療の一翼を担ってい

る。また、新型コロナウイルス感染症が拡大している現状で、地域社会から求められる

通常診療を行いながら、院内感染の発生に最大限留意しつつ、中等症感染患者の診療を

行い、2021年 1月 29日に千葉県 COVID-19「重点医療機関」の指定を受けた。 

千葉歯科医療センター（2018 年 3月までは千葉病院）は、地域の歯科医師会が主体と

なって実施している口腔がん検診に積極的に協力している。また、地域歯科医療におけ

る重要な役割を担うとともに、地域医療機関との医療連携の円滑な実施を図るために、

2006 年 5 月より医療連携委員会に千葉県及び千葉市周辺の郡市歯科医師会の代表者を

含めた「医療連携協議会」を年 2回開催し、毎年 7月には地域医療機関との連携を密接

にするために「医療連携講演会」を開催しており、2022年度の「医療連携講演会」は、

昨年に引き続き 8 月に WEBにて開催を予定している。2008 年 4月に新設された「摂食・

嚥下リハビリテーション・地域歯科診療支援科」は、他の病院や施設との連携も推進し

ている。 
なお、これらの附属病院およびセンターは、年間延べ 80 万人弱の歯科医療及び医療

を行っており、地域住民に多大な貢献をしている。その診療実績は次の表のとおりであ

る。 
 

本学附属３医療施設の患者延数（入院・外来） 

  水道橋病院 市川総合病院 

千葉病院 

（現・千葉歯科医療センタ

ー） 

計 

2018 年度 
入院  5,589 164,115  4,731 174,435 

外来 204,443 324,901 197,926 727,270 

2019 年度 
入院  5,232 160,107  2,328 167,667 

外来 212,870 327,408 175,263 715,541 

2020 年度 
入院  5,149 138,119  143,268 

外来 215,705 293,414 126,322 635,441 

2021 年度 
入院  3,605 136,534  140,139 

外来 157,619 316,222  82,836 556,677 



2022 年度 
入院  5,076 132,472  137,548 

外来 211,486 291,614  97,166 600,266 

2023 年度 
入院 5,209 135,909  141,118 

外来 220,272 317,931 98835 637,038 

※千葉歯科医療センターは 2019年 4月 1 日より無床診療所へ変更 

 
■他大学との協定 
本学は、慶應義塾大学、大妻女子大学、和洋女子大学と教育・研究において交流を深

め、連携をし、それぞれの大学の進歩と発展につながることを期待して学術活動を推進

することを目的とした包括的連携協定を締結しています。 
 
■東日本大震災被災地での歯科医療支援 
 本学は、厚生労働省、日本歯科医師会からの要請を受け、東日本大震災で被災された

皆様の口腔ケアを中心とした歯科医療に当たるため、千葉病院（現・千葉歯科医療セン

ター）の歯科医師 2 名、歯科衛生士 1名が 2011年 4月 25 日（月）から 4月 28日（木）

まで福島県相馬市、南相馬市を中心として歯科医療活動を行った。 

 

■新型コロナワクチン接種の取組み 
 本学は、内閣府及び千代田区からの要請を受け、2021年 6月 25日（金）から 8 月 13

日（金）まで千代田区内を対象とした職域接種会場として本学スペースを提供し、本学

水道橋病院や市川総合病院の医師、歯科医師、看護師の協力のもと、本学学生、教職員、

千代田区内の学校、保育所等の職員（教員、保育士、放課後児童支援員等）等の接種希

望者約 2,400 名に対し、モデルナ社のワクチンを用いた集団接種を行った。 


